
まちの話題を紹介します

フォトニュース

　戦争の悲惨さを風化させないために、みつなかホールで追
悼式を開催。式典では戦争犠牲者の遺族などが献花し、平和
への祈念を行いました。

平和への願いを込めて実施

10
16
戦争犠牲者を追悼

　市ゆかりのエコロジカルアーティスト、高田雄平さんが藤
ノ木さんかく広場でワークショップを開催。段ボールなどの
ごみを生まれ変わらせ、アート作品を作りました。

ごみからお気に入りの素材を見つける

10
24
ごみからアートを生み出す

　市民自らが企画・運営し、つくり上げる「かわにし音灯
あか

り」。
今年は一部のイベントをオンラインで開催しました。会場で
は、市民の手によってキャンドルに灯りがともされました。

キセラ川西せせらぎ公園でかわにし音灯りを開催

11
７
4,000基の灯がまちを照らす

　川西の民話「美女丸と幸寿丸」や、謡曲「仲光」を基にし
た時代絵巻。多田院創建 1050 年である今年、10 月 10・11
日にみつなかホールで 20 年ぶりに再演されました。

創作オペラ「満仲－美女丸の廻心」全４幕

10
10
みつなかオペラを公演

11
16

　市内で商工業の発展に尽くした人や優れた技能者を表彰。
今年度は、優良従業員４人、技能功労者２人が選出され、市
役所で表彰状が手渡されました。

優良従業員・技能功労者を表彰
長年の功績に敬意

10
14

　８月１日から開始した市パートナーシップ宣誓制度。１組
目となる市内在住の２人が、市役所で宣誓書に署名し、市長
が宣誓書受領証を交付しました。

「多様な性」を認め合う制度
初のパートナーシップ宣誓

　医療法人晴風園から、現市立川西病院跡地へ民間病院を移
転・整備するという新たな提案を受けて実施。会場の東谷小
学校に市民約 120 人が来場し、市長と対話しました。

タウンミーティングで市長が説明

10
25
病院跡地の活用に新たな提案

11

　団体では県立川西北陵高等学校と多田商業会平野国道筋、
活き活きクラブが、個人では下西久和さんと荒木正さん、福
武稔さんが表彰されました。

市環境衛生推進協議会が感謝状を贈呈

11 環境活動に貢献４

４

10
18

　市の文化・歴史の魅力の発掘と認知度向上をめざす「まち
の宝物サポート隊」。キセラ川西プラザでキックオフミーティ
ングを実施し、今後の活動について話し合いました。

５月に「川西ふるさとカルタ」を作成
まちの宝物サポート隊が発足

　若宮地区で、寒桜の出荷が開始。出荷は 11 月末ごろまで
続きます。三分咲きほどの状態で出荷され、迎春用の生け花
などに使用される予定です。

生け花やフラワーアレンジメントとして使用
年の瀬告げる寒桜を出荷

10
27

　食への理解を深めるために、久代地区の農家の協力を得て、
久代小学校５年生 81 人が参加。稲を鎌で刈り取るなどの作
業を行いました。

児童らが６月に田植えしたもち米を収穫
久代で稲刈り体験
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